
補助135号線沿道の街並みの将来イメージ（案）に関するアンケ－ト調査結果

◆回答期間 ： 令和６年３月14日～３月31日 ◆調査範囲：まちづくりを検討する範囲

◆配布方法 ： 地区内ポスティング

◆配布方法 ： 地区外権利者等への郵送

◆配布方法 ： 武蔵関駅掲示板への掲示

◆配布方法 ： 区立施設での配布

◆配布方法 ： 区ホームページへの掲載

◆配布方法 ： 新宿線・外環沿線まちづくり課窓口にて配布

◆回収方法 ： 郵送回収、WEB回答

◆回収数 ：　１７９件

うち郵送回答 ： １１５件

うちWEB回答 ：  ６４件

１．補助135号線沿道の将来イメージ（案）について

問１　補助135 号線沿道の街並みの将来イメージ（案）について

n= 179

　　　　　◆主なご意見　（自由意見の総数：１１７件）
・高い建物はなるべく減らし、戸建住宅との調和を図れるとよい。
・中層ではなく低層の建物が並ぶ街並みにしてほしい。
・沿道だけではなく、後背地の日照問題等にも配慮して検討してほしい。
・ゆとりある道路や自転車とのすみわけは大事だと思う。
・電柱の地中化も推進し、歩行空間を広く確保できると良い。
・燃えにくい建築物を造ることは必要だろう。
・小学校の通学路なので、安心して通学できる道路にして欲しい。
・車椅子で移動可能な段差のない歩道になるとよい。
・静かな住宅地の雰囲気を守りつつ、サービス店など買い物できる場所があると利便性が高まると思う。
・周辺にコンビニは多くあるが、スーパーやドラッグストアが少ないためあるとよい。
・東京カトリック神学院など住民以外の来訪者や学生のため、カフェやコンビニ、店舗が建てられるとよい。
・住宅中心の安全な街並みにしてほしいため、コンビニ、カフェ、クリニック等は不要に思う。
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１-１：沿道に低層と中層の建物（最高５～６階程度）が調和

しながら立地する街並み

１-２：ゆとりある道路と燃えにくい建物による安全な街並み

１-３：住宅を中心に、生活サービス系施設も立地する街並み

とても良いと思う やや良いと思う あまり良いと思わない 良いと思わない 無回答



　　　　　◆その他
・もともと緑が多い地域であるため、植え替え等により緑を保持してもらいたい。
・カトリック神学院の緑は出来る限り残して、それを活かした沿道にしてほしい。
・石神井川の自然と調和した沿道にしてほしい。
・歩行空間に、ちょっと座れるベンチや老人が休憩できる空間をつくってほしい。
・小規模な建売住宅の無秩序な乱立が目立つ。住宅建設に関わるルールなどを検討してほしい。
・連続立体交差事業に伴う駅周辺のまちづくりが待ち遠しい。子供や高齢者が住み安い安心なまちになるとよい。
・交通量が増えるので、事故や騒音等が心配だ。

２．アンケート回答者について

問２-１　回答者ご本人の年齢をお教えください。 n=179

問２-２　回答者ご本人の当地区※との関係を教えてください。（※上記地図まちづくりを検討する範囲）n=179

お忙しい中アンケートにご協力いただきまして
誠にありがとうございました！
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